
　
平
成
十
七
年
第
四
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
が
十
二
月
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開

催
さ
れ
、次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　
つ
い
て

　
　
三
月
三
十
一
に
任
期
満
了
と
な

　
る
保
母
勝
壽
氏
（
弥
生
町
三
十
番

　
地
）
を
引
き
続
き
委
員
候
補
者
と

　
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
た
。

▽
区
域
外
の
公
の
施
設
の
設
置
に
つ

　
い
て

　
　
境
川
改
修
工
事
に
伴
う
神
清
寺

　
橋
架
け
替
え
工
事
に
よ
る
取
付
け

　
道
路
を
、
一
部
岐
阜
市
境
川
地
内

　
へ
拡
幅
す
る
た
め
に
岐
阜
市
と
協

　
議
す
る
も
の

▽
笠
松
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

　
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
消
防
団
車
庫
の
統
合
、
効
率
的

　
な
出
動
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
た

　
こ
と
及
び
現
保
有
の
消
防
車
両
台

　
数
に
対
す
る
必
要
な
人
員
の
見
直

　
し
に
伴
う
規
定
整
備
で
、
消
防
団

　
員
の
定
数
を
削
減
（
一
三
〇
人
↓

　
一
二
〇
人
）
す
る
も
の
。

　
施
行
日
　
平
成
十
八
年
四
月
一
日

　
か
ら

▽
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
の

　
廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▽
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
を
組
織

　
す
る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　
　
右
の
二
議
案
は
、
養
老
郡
上
石

　
津
町
及
び
安
八
郡
墨
俣
町
が
、
平

　
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
、
大
垣

　
市
に
編
入
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
伴

　
う
も
の
。

▽
町
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

　
　
笠
松
築
堤
工
事
に
伴
い
、
相
生

　
町
地
内
等
の
町
道
を
廃
止
す
る
も

　
の
。

▽
補
正
予
算

○
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計

　
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強

　
化
す
る
こ
と
に
伴
う
委
託
料
並
び

　
に
工
事
請
負
費
の
増
額
、
財
政
安

　
定
化
支
援
事
業
の
確
定
な
ど
に
伴

　
う
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

　
金
の
増
額
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
費
の
増
加
に
伴
う
介
護
保
険
特
別

　
会
計
繰
出
金
の
増
額
並
び
に
平
成

　
十
八
年
度
か
ら
乳
幼
児
・
児
童
健

　
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
を
、
松

　
枝
保
育
所
で
開
設
す
る
こ
と
に
伴

　
う
改
修
工
事
請
負
費
な
ど
を
含
め

　
て
、
総
額
五
千
七
百
六
十
八
万
九

　
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

○
平
成
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計

　
　
医
療
費
の
増
加
に
伴
う
一
般
被

　
保
険
者
療
養
給
付
費
等
の
増
額
及

　
び
老
人
保
健
拠
出
金
の
確
定
に
伴

　
う
同
拠
出
金
の
増
額
の
ほ
か
、
歳

　
入
で
は
こ
れ
ら
に
伴
う
国
庫
支
出

　
金
、
繰
入
金
な
ど
、
総
額
六
千
九

　
百
九
十
一
万
円
を
増
額
補
正
す
る

　
も
の
。

○
平
成
十
七
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　
計

　
　
平
成
十
八
年
度
の
制
度
改
正
に

　
伴
い
、
現
行
の
介
護
保
険
シ
ス
テ

　
ム
を
改
修
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

　
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
購
入
費
等
の
増

　
額
及
び
居
宅
介
護
の
増
加
に
伴
う

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
の
ほ
か
、

　
歳
入
で
は
こ
れ
ら
に
伴
う
国
県
支

　
出
金
、
繰
入
金
な
ど
、
総
額
一
億

　
一
千
七
百
二
十
九
万
九
千
円
を
増

　
額
補
正
す
る
も
の
。

○
平
成
十
七
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計

　
　
前
年
度
の
消
費
税
確
定
に
伴
う

　
今
年
度
分
の
消
費
税
額
（
予
定
納

　
税
）
の
増
額
で
、
総
額
二
百
七
万

　
一
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

▽
決
算
認
定

○
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

○
平
成
十
六
年
度
老
人
保
健
特
別
会

　
計

○
平
成
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計

○
平
成
十
六
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　
計

○
平
成
十
六
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計

（
追
加
議
案
）

▽
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
に
つ
い
て

　
　
松
枝
小
学
校
渡
り
廊
下
及
び
下

　
羽
栗
小
学
校
屋
上
空
調
室
の
ア
ス

　
ベ
ス
ト
を
撤
去
す
る
こ
と
に
伴
い
、

　
工
事
請
負
費
な
ど
総
額
一
千
六
十

　
万
一
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

【
意
見
書
】

▽
「
進
行
性
化
骨
筋
炎
」
の
難
病
指

　
定
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

第
四
回

第
四
回 

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

第
四
回 

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

寄
　
　
附

来年度より各種団体への
補助制度が変わります

災
害
救
援
金
に

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
の
災

害
救
援
金
を
各
施
設
に
於
い
て
、

十
一
月
三
十
日
ま
で
受
け
付
け

ま
し
た
。

【
救
援
金
総
額
】

　
十
三
万
四
千
七
百
四
十
二
円

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
岐
阜
県
支
部
を

通
じ
て
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
七
日
、
岐
阜
南

農
業
協
同
組
合
（
岐
南
町
八
剣
）

か
ら
社
会
体
育
事
業
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
現
金
八
〇
、

〇
〇
〇
円
（
農
業
祭
の
収
益
金
）

お
よ
び
匿
名
の
方
か
ら
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
現
金
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ

う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社

　
　
　
笠
松
町
分
区
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